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令和２年７月豪雨に関する 

特別委員会会議録 

 

令和６年１０月２日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時２８分閉議（実時間７８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９３号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第７号（関係分） 

１．議案第９７号・財産の処分について（坂本

町坂本の土地） 

１．議案第９９号・契約の締結について（坂本

町災害公営住宅（松崎地区）新築建築工事） 

１．議案第１００号・契約の締結について（八

代市坂本支所・坂本コミュニティセンター

新築工事（建築工事）） 

１．議案第１０１号・契約の締結について（八

代市坂本支所・坂本コミュニティセンター

新築工事（電気設備工事）） 

１．議案第１０２号・契約の締結について（八

代市坂本支所・坂本コミュニティセンター

新築工事（機械設備工事）） 

１．議案第１１２号・八代市再建住宅条例の一

部改正について 

１．令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（災害復旧工事に伴う「さかもと復興商店街」

の対応について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  友 枝 和 也 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員 上 村 哲 三 君 

      増 田 一 喜 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 建設部長       西   竜 一 君 

  建設部総括審議員兼次長 野 間 卓 志 君 

  復興整備課長    坂 井 宏 全 君 

  土木課長      福 浦 亮 二 君 

  営繕課長      五十嵐   誠 君 

  住宅課長      上 村 和 寛 君 

  住宅課長補佐兼市営住宅係長 村 上 修 一 君 

 財務部 

  財政経営課長    塩 塚 将 朗 君 

  契約検査課長    角 田 浩 二 君 

 経済文化交流部 

  商工政策課長    西 村 新 吾 君 

                              

○記録担当書記     安 永 尚 斗 君 

            松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○副委員長（谷川 登君） それでは、定刻と

なり定足数に達しましたので、ただいまから令

和２年７月豪雨に関する特別委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。

（｢何でロックが……」「ロックがかかっとっ

た」と呼ぶ者あり） 

 小会お願いします。 

（午前１０時０１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０３分 本会） 
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◎議案第９３号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第７号（関係分） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 最初に、予算議案の審査に入ります。 

 議案第９３号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第７号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、まず、歳出の第２款・総務費及び

第７款・土木費について、建設部から説明願い

ます。 

○建設部長（西 竜一君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

建設部長の西でございます。 

 本委員会に付託されました議案のうち、議案

第９３号・令和６年度八代市一般会計補正予算

・第７号の建設部所管分につきまして、野間総

括審議員兼次長より説明いたさせますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○建設部総括審議員兼次長（野間卓志君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）建設部の野間でございます。よ

ろしくお願いいたします。着座にて説明させて

いただきます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（野間卓志君） そ

れでは、議案第９３号・令和６年度八代市一般

会計補正予算書・第７号をお願いいたします。 

 １２ページをお開きいただき、表の上段を御

覧ください。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目５・企

画費としまして、２２００万円を増額補正し、

３億９６５万６０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、地方債２

２００万円でございます。 

 補正額の内訳は、節１４・工事請負費を２２

００万円増額するものでございます。 

 別冊の委員会資料、議案第９３号、建設部所

管分の３ページを御覧ください。 

 この事業は、令和２年７月豪雨からの復興推

進事業で、資料の上段、坂本支所周辺の造成工

事の状況ですけれども、オレンジ色と緑色で着

色しております、坂本支所等造成工事に当た

り、国土交通省提供の盛土材の置場が、当初予

定していた箇所から少し離れましたワイワイパ

ークへ変更となったことから、盛土材の積込み

・運搬に係る経費について増額補正するもので

す。 

 それでは、予算書に戻っていただき、１４ペ

ージをお開きいただき、上段の表を御覧くださ

い。 

 款７・土木費、項３・河川費、目１・河川費

は、補正額８００万円を増額補正し、１億５６

８９万７０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、一般財源

８００万円でございます。 

 補正額の内訳は、節１２・委託料を８００万

円増額するものでございます。 

 別冊の委員会資料、議案第９３号、建設部所

管分の４ページを御覧ください。 

 この事業は、輪中堤内水対策整備事業（豪雨

災害）になります。 

 令和２年７月豪雨災害で被災し、国土交通省

が輪中堤による復旧地区において、新たに内水

対策の検討が必要となった大門地区及び中津道

地区の内水対策検討に必要な経費を増額補正す

るものでございます。内水氾濫につきまして

は、中ほどに模式図と解説を載せておりますの

で、御確認いただければと思います。 

 以上、議案第９３号・令和６年度八代市一般

会計補正予算・第７号のうち、本委員会に付託

されました建設部所管分についての説明を終わ

ります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 



 

－3－ 

○委員（野﨑伸也君） すみません、今ほど２

件御説明いただいたんですが、１件目の盛土の

置場が変更になったというのがあったんです

が、その確認なんですけど、ワイワイパークに

変更になったちゅうことですか。そこを確認、

もう１回したいんですけど。が、１点。 

 それと、もう１点が、輪中堤の、どのような

工事内容なのかというのがちょっといまいち、

よく内容が分からんだったんですけれども、そ

こもちょっと、もう１回、説明のほどよろしく

お願いします。 

○復興整備課長（坂井宏全君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）復興整備課、坂井でございます。よろしく

お願いいたします。 

 野﨑委員から御質問がございました、まず１

点目、坂本支所造成工事に伴います盛土材の運

搬費用の補正でございますが、当初は、支所建

設予定地の正面にございます、もともと支所が

あったところに盛土をしてある盛土材を使う予

定としておりましたが、そこに盛ってあった土

のほうを国土交通省のほうが先に使ってしまわ

れましたので――。（委員野﨑伸也君「もう１

回、さっきの図ば出してもらってよか」と呼

ぶ）こちらの委員会資料にございますドローン

の写真がございますけれども、当初は、この坂

本橋の新しい繰替工事を行われている部分と、

その上流側になりますが、もともと支所の敷地

だったところに、盛土がなされておりました。 

 こちらを提供していただくことでお話を進め

ておりましたけれども、国土交通省が実施され

ますかさ上げ工事にこちらの盛土を使われまし

たものですから、１キロほど離れましたワイワ

イパークに盛土してありました盛土材を使っ

て、支所の造成工事を行うということで、１.

２キロほどの運搬費が余計にかかってしまうと

いうところで、補正をお願いするところでござ

います。 

○委員（野﨑伸也君） この写真の図でちょっ

と確認したいんですけど、この黄色のところに

あったやつをどこかに使われたと。 

○復興整備課長（坂井宏全君） すいません、

説明がちょっと至らなかったと思います。 

 黄色の部分に盛土をしていくというところで

す。ですから、当初は、今凡例となってます、

この辺りに盛土をしてあった――（委員野﨑伸

也君「置いてあった」と呼ぶ）はい、置いてあ

ったんですけども、そちらは、（委員野﨑伸也

君「ここ、使うとやった」と呼ぶ）もう国交省

で使ってしまわれましたので、別のところに盛

ってあった、ワイワイパークにあるやつを使っ

てくださいということで、そちらからの運搬費

用がかかるというところでございます。（委員

大倉裕一君「ワイワイパークから持ってくるこ

とになったということですね」と呼ぶ）以上で

ございます。 

 それと、２点目です。輪中堤の整備につきま

しては、大門地区につきましては、当初、一体

的な土地かさ上げというところでお話が進んで

ましたけれども、地元の意向としまして、輪中

堤でやはり整備を行うということで意向が決定

しております。 

 この輪中堤と申しますのは、現在あります堤

防の高さではちょっと足りませんので、その上

に新たな擁壁を並べまして、堤防を高くすると

いうところでございます。堤防を高くしますの

で、出水のときは、堤防内で発生する内水をど

うにかはけてやらないといけないというところ

で、その内水を処理する内水対策が必要になる

というところでございます。 

 中津道地区につきましては、現在、国土交通

省の復興事務所のほうで、鎌瀬橋の架け替え工

事を進めております。その直近となりますの

で、鎌瀬橋の架け替え工事に伴いまして、下流

の堤防のほうも同時に整備をされます。 

 ですから、こちらは、中津道地区としまして
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は個別の宅地かさ上げを整備としては行います

が、鎌瀬橋周辺については、現在の堤防を高く

して、より強固に守るというところで、こちら

は輪中堤、堤防が高くなるというところです。

こちらにつきましても、堤防内で発生する内水

をどうにか排出する方法を今後検討していかな

いといけないというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ここに図が書いてある

でしょ、フラップゲートというのがあるんです

けど、こういうものを一応考えてるという話な

んですかね。検討していきますよという話なん

ですか。 

○土木課長（福浦亮二君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）土木課の福浦でございます。よろしく

お願いします。 

 委員お尋ねのフラップゲートの件なんですけ

ど、今、実際がですね、内水の対策の中州に今

フラップゲートが一応ついてます。フラップゲ

ートがあるんですけど、実は、球磨川のほうが

水位が増えますと、どうしてもフラップゲート

が水圧で押されて閉じてしまいますので、球磨

川の上昇に伴って中のほうがですね、山からの

雨の水がたまったりとかして、どうしても流れ

先がなくなってたまってしまいますので、今

回、そこのたまった水を強制的に排水するため

の、ポンプアップするための検討を行うという

ことで、補正のほうを上げさせていただきまし

た。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） 順調にいってるだろう

というふうに思いますので、なるだけ順調にい

くためにもですね、関係機関との協議というの

はしっかり協議をしていただきたい。これだ

け、よろしくお願いしときます。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９３号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第７号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１６分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

                              

◎議案第９７号・財産の処分について（坂本町

坂本の土地） 

○副委員長（谷川 登君） まず、議案第９７

号・坂本町坂本の土地に係る財産の処分につい

てを議題として、説明を求めます。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）財産経営課の塩塚でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 失礼して着座にて御説明申し上げます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） タブレット端

末の議案書２９ページをお願いいたします。 

 議案第９７号・財産の処分についてでござい

ます。 
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 本件は、予定価格２０００万円以上でかつ面

積が５０００平方メートル以上の土地を処分す

るには、八代市有財産の取得または処分に関す

る条例の規定により議会の議決をお願いするも

のでございまして、議案書記載の八代市坂本町

坂本の市有地を、球磨川坂本地区防災ステーシ

ョン用地として国土交通省九州地方整備局八代

河川国道事務所に売却するものでございます。 

 次に、議案書の３０ページ、位置図をお願い

いたします。 

 図面中央の赤枠で囲っている部分が、財産の

処分に係る土地でございます。 

 説明は以上でございます。御審議、よろしく

お願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 以上で質疑を終了

いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９７号・坂本町坂本の土地に係る財産

の処分については、可決することに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２０分 本会） 

◎議案第９９号・契約の締結について（坂本町

災害公営住宅（松崎地区）新築建設工事） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 議案第９９号・坂本町災害公営住宅（松崎地

区）新築建築工事に係る契約の締結についてを

議題として、説明を求めます。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） 営繕課の五十嵐

でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第９９号・契約の締結につき

まして、御説明いたします。 

 まず、工事の内容につきまして、営繕課、五

十嵐のほうから、その後ですね、契約検査課、

角田課長のほうから入札・契約関係につきまし

て、御説明いたしますのでよろしくお願いいた

します。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

きます。 

 議案書は３５ページになります。 

 説明につきましては、別資料の右上に、委員

会資料、令和６年１０月２日、令和２年７月豪

雨に関する特別委員会と記載があります、契約

の締結について、坂本町災害公営住宅（松崎地

区）新築建築工事に関する資料にて説明させて

いただきます。 

 それでは、１の工事関係につきまして、資料

の２ページをお願いいたします。 

 番号、令和６年度、営工第１８号。 

 件名、坂本町災害公営住宅（松崎地区）新築

建築工事。 

 工事場所、八代市坂本町坂本４１６１番１

外。 

 契約の相手方、豊岡組・ユタカ建設建設工事

共同企業体。 

 契約金額、３億３１６５万円。 

 契約予定工期につきましては、議決日から令

和７年１２月２６日までを予定しております。 

 工事の目的は、坂本町松崎地区に災害公営住

宅を新築するものでございます。 

 次に、工事の概要ですが、施設概要といたし

まして、敷地面積１３３８.８７平米、災害公

営住宅本体のほうは鉄筋コンクリート造地上３

階建て、床面積は６７３.８８平米、住戸は、
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１ＬＤＫを６戸、２ＬＤＫを４戸、計１０戸を

計画しております。屋上避難スペースといたし

まして、４３.２平米を整備いたします。ま

た、附属棟といたしまして、プロパン庫４.５

平米を整備いたします。 

 工事の概要といたしましては、建築工事一式

とエレベーター１基を整備いたします昇降機設

備工事一式、駐車場１０台分を整備いたします

外構工事一式でございます。 

 また、その他といたしまして、本契約案件で

あります建築工事とは別に、電気設備工事及び

機械設備工事を別途発注しております。 

 次に、資料の３ページをお願いいたします。 

 付近見取図と配置図でございます。 

 配置図の黄色い線の部分が敷地境界線、赤枠

が建物を示しております。 

 次に、資料４ページをお願いいたします。 

 松崎地区災害公営住宅のパース図でございま

す。敷地北側より見た姿となっております。 

 敷地は、県道中津道・八代線から１.２メー

トルほどかさ上げいたしまして、建物北側に居

住者用の駐車場１０台分を整備する計画でござ

います。建物中央には、階段及びエレベーター

を配置いたしまして、向かって、左側に１ＬＤ

Ｋを６戸、右側に２ＬＤＫを４戸配置する計画

としております。 

 次に、資料の５ページから７ページに、１・

２・３階の各平面図を示してございます。 

 平面図、上側の北側駐車場からアプローチす

るプランとなっており、各階には先ほど申しま

した中央階段やエレベーターを通りまして、各

戸にアクセスする計画になっております。ま

た、全戸南向きに配置している計画としており

ます。 

 図面の右側、紫色部分が単身世帯用の１ＬＤ

Ｋタイプ、また左側の緑色の部分が家族世帯用

の２ＬＤＫタイプになってございます。１ＬＤ

Ｋタイプは１階～３階の各フロアに２戸の計６

戸、２ＬＤＫタイプは１階～２階のフロアに２

戸の計４戸になってございます。 

 資料の７ページ、３階の平面図の左側部分

は、２ＬＤＫタイプの屋上部分となっておりま

す。 

 図面の最後の資料の８ページをお願いいたし

ます。 

 ３階の屋上部分になります。屋上部分は、居

住者が一時的に避難できる避難スペースを設け

ております。居住者が全員避難することができ

るスペースを確保しております。 

 以上、工事関係の概要の説明とさせていただ

きます。 

 引き続きまして、入札・契約関係につきまし

てを、契約検査課長の角田課長のほうより説明

いたします。 

○契約検査課長（角田浩二君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）契約検査課、角田でございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、入札・契約関係につきまして、着

座にて御説明をさせていただきます。失礼いた

します。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○契約検査課長（角田浩二君） それでは、資

料の９ページの（１）競争入札に関する事項を

御覧ください。 

 本案は、八代市制限付一般競争入札実施要領

に基づきまして、令和６年６月１８日に制限付

一般競争入札に付すことを公告いたしました。 

 ここで申します制限付とは、競争入札参加資

格に一定の要件がついていることでございま

す。要件の具体的な内容につきましては、下段

の２、競争入札に参加する者に必要な資格を御

覧ください。 

 主な要件といたしましては、八代市建設工事

共同企業体運用基準に基づきまして、その共同

企業体の構成員の数を２者または３者とし、代
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表構成員が本市の有資格者名簿における建築一

式工事の格付Ａ級の登録事業者で、その他の構

成員が同じく建築一式工事のＡ級またはＢ級の

登録事業者であり、全ての構成員が市内に営業

所を有する者といたしております。 

 また、代表構成員につきましては、過去１５

年間の県内の公共工事において、元請として建

築一式工事を施工した実績がある者といたして

おります。さらに、配置技術者に関しまして

は、１級建築施工管理技士等の資格を有する主

任技術者か、建築一式工事の監理技術を専任で

配置することを要件としております。 

 最後に、３、開札及び結果につきましては、

公告日の翌日から資格確認申請書及び入札書の

受付を行い、建設業法で定める公告・見積期間

を経た７月９日に開札を行った結果、３者の共

同企業体より入札があり、豊岡組・ユタカ建設

建設工事共同企業体が３億１５０万円で落札さ

れており、予定価格に対する落札率は９９.７

７％でございます。 

 なお、当該建設工事共同企業体と消費税を加

算いたしました契約金額３億３１６５万円で議

会の議決をいただいたとき本契約となる条件を

付した仮契約を、７月２２日に締結したところ

でございます。 

 以上、御説明を終わります。御審議のほど、

よろしくお願いをいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 今回の発注の仕方の話

なんですけど、一括発注と分割発注とできたの

かなというふうに思ってるんですけど、このほ

かにも松崎地区の公営住宅の入札が上がってき

てますよね。今回は分割発注というふうな選択

をされてるわけですけど、一括発注を考えられ

なかったのかというところは。今回、なぜ分割

方式で発注されたのか、そこの考え方をお聞か

せいただけますか。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） 今回ですね、建

築工事、電気設備工事、機械設備工事、別で発

注しております。今回、別で発注しております

が、前回しております藤本地区につきましても

同様に発注しておりまして、通常、分割発注す

るというのがオーソドックスなやり方でござい

ますので、それに倣いまして別々に発注したと

こでございます。 

○委員（大倉裕一君） すいません、あと、開

札に対応されたＪＶが３グループということな

んですけど、この３グループという数ですね、

数についてどのような評価をされてますか。 

○契約検査課長（角田浩二君） 入札参加者の

数のお尋ねかと思いますが、一般競争入札をさ

せていただく場合、大体３者から５者、入札に

参加されておりますので、今回も適切だったと

考えております。 

○副委員長（谷川 登君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません。今回、今

御説明いただいたのは災害公営住宅の関係だっ

たと思うんですけれども、この工期っていうの

はいつからいつまでなんですか。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） 工期のほうはで

すね、契約の議決日のほうから来年度の令和７

年１２月２６日を予定しております。（委員野

﨑伸也君「１２月まで――」と呼ぶ） 

 ２６日です。（委員野﨑伸也君「始まりが」

と呼ぶ） 

 議決日からになります。（委員野﨑伸也君

「今日からちゅうか、今月の――」と呼ぶ） 

○副委員長（谷川 登君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、大丈夫です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 
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○委員（大倉裕一君） 平面図のほうを見てる

と、２ＬＤＫのほうには和室があっとですけ

ど、１ＬＤＫのほうは和室が設けられてないと

いうような図面になってますけど、これ、決ま

りが何かあるんですかね。市の判断として和室

はつくっていないという、そういう考え方にな

るんでしょうか。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） これは、一応市

の判断のほうで、こういった形で１ＬＤＫのほ

うについては和室を設けてはございません。こ

れに関しましては、地元の方、入られる御予定

の方々からヒアリングをしながらプランを決め

たところでございます。 

○副委員長（谷川 登君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（大倉裕一君） 今の和室の件ですけ

ど、やっぱり全国一のですよ、産地を誇る八代

市が災害公営住宅に和室が導入されないという

のは、やっぱり行政の姿勢が問われるんではな

いかなというふうに思ってます。確かに、希望

者のニーズをですね、優先していくというとこ

ろは分からないじゃないんですけど、そういっ

た部分もしっかり入居者の方々に理解を得なが

らですね、和室はやはり採用していくというよ

うな方針を持って取り組んでいただきたいとい

うふうに思うところです。 

 それと、もう１点は、入札の数の部分ですけ

ど、一般質問でも入札の関係の話が出てました

けど、もう少し、やはり入札のルールを厳格に

していく必要があるんではないかなというふう

に思ってます。こっちは２者で足らんけん、ほ

かんとこば入れるとか、今回は３者でよかと

か、そういう部分がちょっと散見されているの

かなというふうに思いますので、行政のほうと

しては問題ないというような見解ではありまし

たけど、私個人としては、少しルールを厳格化

してほしいなというような気持ちを持っており

ます。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９９号・坂本町災害公営住宅（松崎地

区）新築建築工事に係る契約の締結について

は、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

                              

◎議案第１００号・契約の締結について（八代

市坂本支所・坂本コミュニティセンター新築

工事（建築工事）） 

◎議案第１０１号・契約の締結について（八代

市坂本支所・坂本コミュニティセンター新築

工事（電気設備工事）） 

◎議案第１０２号・契約の締結について（八代

市坂本支所・坂本コミュニティセンター新築

工事（機械設備工事）） 

○副委員長（谷川 登君） 次に、議案第１０

０号・八代市坂本支所・坂本コミュニティセン

ター新築工事（建築工事）に係る契約の締結に

ついて、議案第１０１号・八代市坂本支所・坂

本コミュニティセンター新築工事（電気設備工

事）に係る契約の締結について及び議案第１０

２号・八代市坂本支所・坂本コミュニティセン

ター新築工事（機械設備工事）に係る契約の締

結について、以上３件については、関連があり

ますので、一括議題とし説明を求め、採決につ

いては個々に行うことといたします。 
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 それでは、説明をお願いいたします。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） 引き続きまし

て、営繕課の五十嵐でございます。よろしくお

願いいたします。 

 議案の第１００号、第１０１号、第１０２号

につきましては、関連する工事でございますの

で一括して御説明をさせていただきます。 

 先ほどと同様に、工事の内容につきましては

営繕課の五十嵐のほうから、その後、契約検査

課の角田課長より入札・契約関係につきまし

て、説明を行いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） 議案書は３７ペ

ージから４１ページになります。説明は、先ほ

どと同様に、別資料の右上に委員会資料、令和

６年１０月２日、令和２年７月豪雨に関する特

別委員会と記載があります、契約の締結につい

て、八代市坂本支所・坂本コミュニティセンタ

ー新築工事（建築工事・電気設備工事・機械設

備工事）に関する資料にて、説明させていただ

きます。 

 それでは、資料の２ページをお願いいたしま

す。 

 議案第１００号の建築工事についてでござい

ます。 

 番号、令和６年度、営工第１２号。 

 件名、八代市坂本支所・坂本コミュニティセ

ンター新築工事（建築工事）。 

 工事場所、八代市坂本町坂本４１６１番１

外。 

 契約の相手方、松島建設・小笹建設・米本工

務店建設工事共同企業体。 

 契約金額、８億３００万。 

 契約予定工期、議決日から令和７年１２月２

６日までを予定しております。 

 工事の目的は、令和２年７月豪雨により被災

しました八代市坂本支所・坂本コミュニティセ

ンターを新築する建築工事でございます。 

 次に、工事の概要ですが、施設の概要といた

しまして、敷地面積５９６７.１８平米、庁舎

棟は鉄筋コンクリート造一部鉄骨造、地上２階

建て、床面積２３０３平米、うち、支所エリア

が７８５.５６平米、コミセンエリアが６０９.

３２平米、医療活用エリアが２３４.５１平

米、森林組合・商工会エリアが９４.００平

米、共用エリアが５７８.６８平米となってお

ります。屋上の避難スペースといたしまして、

２６６.５０平米ございます。また、附属棟と

いたしまして、軽量鉄骨造平屋建て、床面積１

８１平米の車庫・倉庫棟を計画しております。 

 本議案の建築工事の工事概要といたしまして

は、建築工事一式、エレベーター１基を整備い

たします昇降機設備工事一式、駐車場７０台分

を整備いたします外構工事一式でございます。 

 次に、資料の３ページをお願いいたします。 

 こちらのほうが、議案第１０１号の電気設備

工事になります。 

 番号のほうは、令和６年度、営工第１３号。 

 件名、八代市坂本支所・坂本コミュニティセ

ンター新築工事（電気設備工事）になります。 

 工事場所は、同じく坂本町の坂本４１６１番

１外。 

 契約の相手方は、太陽電気・宮崎電設・イチ

デン建設工事共同企業体。 

 契約の金額は、２億３９０３万円です。 

 契約予定工期のほうは、議決日から令和７年

１２月２６日までを予定しております。 

 目的は、令和２年７月豪雨により被災しまし

た坂本支所・坂本コミュニティセンターを新築

する電気設備工事でございます。 

 工事の概要といたしましては、電気設備工事

一式で、主な内容といたしまして、高圧受変電

設備、電灯設備、非常灯・誘導灯設備、コンセ
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ント設備、非常用発電設備、太陽光発電設備な

どでございます。 

 次に、資料の４ページをお願いいたします。 

 議案第１０２号の機械設備工事でございま

す。 

 番号のほうは、令和６年度、営工第１４号。 

 件名が、八代市坂本支所・坂本コミュニティ

センター新築工事（機械設備工事）になりま

す。 

 工事の場所が、同じく坂本町坂本４１６１番

１外になります。 

 契約の相手方は、東設備工業・西本設備建設

工事共同企業体。 

 契約の金額は、２億４７５０万円。 

 契約予定工期のほうは、議決日から令和７年

１２月２６日までを予定しております。 

 工事の目的は、被災いたしました坂本支所・

坂本コミュニティセンターの新築工事の機械設

備工事でございます。 

 工事の概要といたしましては、機械設備工事

一式で、主な内容としましては、衛生器具設

備、給排水設備、空気調和設備などでございま

す。 

 では、資料の５ページをお願いいたします。 

 坂本支所・コミュニティセンターの北西側か

らの外観図になっております。 

 建物の西側及び北側に駐車場を配置いたしま

して、建物の屋上には太陽光発電設備や避難ス

ペースを設けてございます。 

 次に、資料の６ページをお願いいたします。 

 建物内部の正面玄関から入って左側のエント

ランスホール付近のイメージ図でございます。 

 次に、資料の７ページをお願いいたします。 

 付近見取図と配置図になってございます。 

 配置図の緑色に塗ってある部分が、建物を示

しております。敷地への進入路は赤色の三角で

示しておりまして、再建される坂本橋の延長線

上で、敷地の西側の県道中津道・八代線から入

ることになります。建物正面となります正面玄

関部分には、ロータリーを設けているところで

ございます。右側奥には、消防団の装備などを

格納いたします消防倉庫をはじめとした車庫・

倉庫棟を整備いたします。 

 次に、資料の８ページを御覧ください。 

 １・２階の各階平面図を示してございます。 

 下段の１階平面図のところの右側、黄色のス

ペースのところが支所スペース、左側のピンク

色のスペースがコミュニティセンターを示して

おります。青色のところが、医療等活用スペー

スになります。 

 また、上段の２階の平面図につきましては、

ピンク色が先ほどと同様にコミュニティセンタ

ーの部分になりまして、研修室ほか各会議室及

び黄色の部分が支所等の会議室や書庫を示して

おります。 

 ９ページのほうは、屋上の平面図です。太陽

光パネルや非常用の発電設備などを設置いたし

ます。左側の部分につきましては、約４００人

ほどが一時避難できる避難スペースを設けてい

るところでございます。 

 図面の最後、資料１０ページをお願いいたし

ます。 

 車庫・倉庫棟の平面図でございます。それぞ

れ、支所の倉庫やコミュニティセンターの倉庫

を配置しているところでございます。 

 以上で、工事関係の概要のほうの説明といた

します。 

 引き続き、入札・契約関係につきまして、契

約検査課の角田課長より御説明いたします。 

○契約検査課長（角田浩二君） 契約検査課、

角田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 入札・契約関係につきまして、着座にて御説

明をさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 
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○契約検査課長（角田浩二君） それでは、建

築工事の入札・契約関係の内容から御説明をい

たします。 

 資料１１ページの１、競争入札に関する事項

を御覧ください。 

 本案は、八代市制限付一般競争入札実施要領

に基づきまして、令和６年６月１９日に制限付

一般競争入札に付すことを公告いたしました。 

 ここで申します制限付とは、競争入札参加資

格に一定の要件がついていることでございま

す。要件の具体的内容といたしましては、下段

の２、競争入札に参加する者に必要な資格を御

覧ください。 

 主な要件といたしましては、八代市建設工事

共同企業体運用基準に基づきまして、その共同

企業体の構成員の数を２者または３者とし、代

表構成員が本市の有資格者名簿における建築一

式工事の格付Ａ級の登録事業者で、その他の構

成員が同じく建築一式工事のＡまたはＢ級の登

録事業者であり、全ての構成員が市内に営業所

を有する者といたしております。 

 また、代表構成員につきましては、過去１５

年間の県内の公共工事において、元請として建

築一式工事を施工した実績がある者といたして

おります。さらに、配置技術者に関しまして

は、１級建築施工管理技士等の資格を有する主

任技術者か、建築一式工事の監理技術者を専任

で配置することを要件といたしております。 

 最後に、３、開札及び結果を御覧ください。 

 公告日の翌日から資格確認申請書及び入札書

の受付を行い、建設業法で定める公告・見積期

間を経た７月１０日に開札を行った結果、３者

の共同企業体より入札があり、松島建設・小笹

建設・米本工務店建設工事共同企業体が７億３

０００万円で落札されております。予定価格に

対する落札率は９９.４０％となります。 

 なお、当該建設工事共同企業体と消費税を加

算いたしました契約金額８億３００万円で議会

の議決をいただきましたとき本契約となる条件

を付した仮契約を、７月２３日に締結したとこ

ろでございます。 

 続きまして、電気設備工事の入札・契約内容

について、御説明をいたします。 

 資料１２ページをお願いいたします。 

 ４、競争入札に関する事項を御覧ください。 

 本案は、八代市制限付一般競争入札実施要領

に基づきまして、令和６年６月１９日に制限付

一般競争入札に付すことを公告いたしました。 

 建築工事と同様、競争入札参加資格には制限

を付しており、制限の具体的な内容は、その下

段、５、競争入札に参加する者に必要な資格を

御覧ください。 

 主な要件といたしましては、八代市建設工事

共同企業体運用基準に基づきまして、その共同

企業体の構成員の数を２者または３者とし、代

表構成員が本市の有資格者名簿における電気工

事の格付Ａ級の登録事業者で、その他の構成員

が同じく電気工事のＡまたはＢ級の登録事業者

であり、全ての構成員が市内に営業所を有する

者といたしております。 

 代表構成員といたしましては、過去１５年間

の県内の公共工事において、元請として電気工

事を施工した実績がある者といたしておりま

す。配置技術者に関しましては、１級電気施工

管理技士等の資格を有する主任技術者か、電気

工事の監理技術者を専任で配置することを要件

といたしております。 

 最後に、６、開札及び結果を御覧ください。 

 公告日の翌日から資格確認申請書及び入札書

の受付を行い、建設業法で定める公告・見積期

間を経た７月１０日に開札を行った結果、３者

の共同企業体より入札があり、太陽電気・宮崎

電設・イチデン建設工事共同企業体が２億１７

３０万円で落札され、予定価格に対する落札率

は９７.０１％となります。 

 なお、当該建設工事共同企業体と消費税を加
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算いたしました契約金額２億３９０３万円で議

会の議決をいただいたとき本契約となる条件を

付した仮契約を、７月２３日に締結したところ

でございます。 

 続きまして、機械設備工事の入札・契約関係

の内容を御説明いたします。 

 資料１３ページをお願いいたします。 

 ７、競争入札に関する事項を御覧ください。 

 本案は、八代市制限付一般競争入札実施要領

に基づきまして、令和６年６月１９日に制限付

一般競争入札に付すことを公告いたしました。 

 他の工事と同様、競争入札参加資格には制限

を付しており、制限の具体的内容は、下段８、

競争入札に参加する者に必要な資格を御覧くだ

さい。 

 主な要件といたしましては、八代市建設工事

共同企業体運用基準に基づき、その共同企業体

の構成員の数を２者または３者とし、代表構成

員が本市の有資格者名簿における管工事の格付

Ａ級の登録事業者で、その他の構成員が同じく

管工事のＡまたはＢ級の登録事業者であり、全

ての構成員が市内に営業所を有する者といたし

ております。 

 代表構成員につきましては、過去１５年間の

県内の公共工事において、元請として管工事を

施工した実績がある者といたしております。さ

らに、配置技術者に関しましては、１級施工管

理技士等の資格を有する主任技術者か、管工事

の監理技術者を専任で配置することを要件とし

ております。 

 最後に、９番の開札及び結果を御覧くださ

い。 

 公告日の翌日から資格確認申請書及び入札書

の受付を行い、建設業法における公告・見積の

期間を経た７月１０日に開札を行った結果、４

者の共同企業体より入札があり、東設備工業・

西本設備建設工事共同企業体が２億２５００万

円で落札され、予定価格に対する落札率は９

９.０８％でございます。 

 なお、当該建設工事共同企業体と消費税を加

算いたしました契約金額２億４７５０万円で議

会の議決をいただいたとき本契約となる条件を

付した仮契約を、７月２３日に締結したところ

でございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いをいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

３件について一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 議案第１００号のやつ

ですね。支所の建築工事ということで、これ、

工期のほうは。教えてください。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） 予定工期のほう

は、議決日より、同じく令和７年の１２月２６

日を予定しております。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 すいません、契約の関係なんですけれども、

入札の関係なんですが、ちょっとすいません、

分からないんで教えてほしいんですけど。 

 先ほどの９９号とこの１００号というのは、

災害公営住宅を造りますよということと坂本支

所・コミセンを造りますよという２件なんです

けど、入札に参加された企業体という中に同じ

建設業のところがありますよね。例えば、９９

号の場合は、豊岡組・ユタカ建設さんがこれを

落札されたという話なんですけれども、表の中

に３つ企業体がですね、あったんですけれど

も、米本工務店さんと小笹建設さんというのは

１００号で落札されてますよね。これは、どう

いうふうに考えていいのかなと思ったんです

よ。 

 同じ工期ですよね、期間的に。その間に、同

じ入札に入って参加して、果たしてちゃんと工

事を遂行できるんですかっていうところが、私

は心配なんですけれども、そういうの、競争入

札参加資格とかには何もないんですかね。 
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 例えば、Ａという会社さんに５０人おられた

という中で、ほかのやつにも入札して、果たし

てそれを受けられるのかという話なんですよ。

入札的にそれは問題ないんですか。 

○契約検査課長（角田浩二君） 今、委員御質

問いただきましたとおりでございますが、建設

企業体となりますので、ちゃんと複数の企業体

が組まれておりますことから、ちゃんと工事は

可能ということで、皆さん判断をされた上で、

申請書等を御提出いただいておりますので、今

回の件については適切だと考えております。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。そう言ってもらうとですね、私も安心する

んですよ。というのが、今、やっぱり建設業者

さんのところの人手不足というのが、非常にで

すね、顕著にあるというように伺っていますん

で、果たして本当にこれで大丈夫なのかなとい

うような、一つありました。 

 あと、今回の件とは違うんですけど、豊岡建

設さんですよね、というのが博物館の改修工事

のほうも落札されてるというのがありますん

で、そこら辺のところでもちょっと心配をして

たんですよ。 

 入札のほうのですね、プロのほうからもそう

いった御判断があるということであれば、安心

して見守りたいというふうに思います。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） ２ページのですね、工

事の概要の中で一番下の外構工事の中での駐車

場の７０台。７０台つくらなければいけなかっ

た、その理由を聞かせてください。 

 コミュニティセンターですよ。坂本コミュニ

ティセンターの建築工事の中で。工事概要の一

番下、下段のところですね。 

○復興整備課長（坂井宏全君） 復興整備課、

坂井でございます。 

 山本委員から御質問がありました駐車場の台

数ですが、以前の坂本支所につきましては、支

所の敷地内に駐車場が少なく、前方の県道中津

道八代線を超えた先のＪＲの敷地のところに少

し駐車場があったという状況で、支所の規模な

り建物の構造なり等を地元の方々と協議して意

見交換をする中で、どうしても、支所の敷地内

に高齢者でも気軽に利用できる駐車場をできる

限り多くつくってほしいという御要望がありま

したことから、このような駐車場の配置として

おります。 

 以上でございます。 

○副委員長（谷川 登君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） 今の説明で、本当、納

得しました。 

 なぜかといいますとね、コミュニティセンタ

ーの敷地面積、そしてまた駐車場の面積という

のは、担当部は御存じかと思いますけども、ほ

とんど人口密度関係等々によってから決まって

るというのが状況で、今、私んとこの金剛のコ

ミュニティセンター建設を進めよる中で、駐車

場の問題で、物すごく地域の方々とかですね、

そういう意見が出ておるわけですので、今の説

明でしっかり納得できました。今の説明で、あ

あ、なるほどなと。 

 地域からの意見があれば、はっきり言ってか

ら、平米数も台数もある程度考えていいんじゃ

ないかなというふうなことで理解をしたいと思

いますので、本当、担当部の方々、よく地域の

方々としっかりですね、議論をされとるという

ことで御理解したいと思いますので。答弁要り

ません。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） すいません、１点確

認ですが、８ページの診療所のスペースが、以

前の素案だったと思うんですけど、もう少し広

かったようなところで記憶しとった気がするん

ですが、保健・福祉スペースっていうところ
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も、ニーズによったらいろんな形になるのか、

それとも最初からこの保険・福祉スペースは何

か目的、スペースがあってのことかというの

は。まあ、柔軟に対応されるんですけどね。診

療所スペースと保健・福祉スペースの用途とい

うか、今の方向性とか規模についての考え方を

少し、分かれば。図面上のですよ。健康福祉部

じゃなかけんですね。 

○営繕課長（五十嵐 誠君） 今現在、私たち

のほうで聞いておりますことに関して、お答え

できる範囲でいきますと、健診のスペースであ

ったりとか、体力づくりのための体操のスペー

スとして活用していきたいというふうに聞いて

おるところでございます。（委員成松由紀夫君

「保健・福祉スペースが」と呼ぶ）はい。 

○委員（成松由紀夫君） その辺は柔軟になっ

ていくんでしょうけど、今、デジタルの回りよ

る――、（｢医療ＭａａＳ」と呼ぶ者あり）医

療ＭａａＳの今後であったり、診療所スペース

についても、坂本地域の皆さん方とあと医療関

係であったり医師会の皆さんといろいろ、健康

福祉部が進めていかれるんでしょうけど、ま

た、それによって、スペース的なことで各部署

が連携して取り組んでいただけるように。こ

れ、要望です。よろしくお願いします。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決……。 

 小会です。 

（午前１１時０３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０６分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 なければ、これより採決いたします。 

 まず、議案第１００号・八代市坂本支所・坂

本コミュニティセンター新築工事（建築工事）

に係る契約の締結については、可決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 次に、議案第１０１号・八代市坂本支所・坂

本コミュニティセンター新築工事（電気設備工

事）に係る契約の締結については、可決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 次に、議案第１０２号・八代市坂本支所・坂

本コミュニティセンター新築工事（機械設備工

事）に係る契約の締結については、可決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１１時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０８分 本会） 

◎議案第１１２号・八代市再建住宅条例の一部

改正について 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第１１２号・八代市再建住宅条例の一部

改正についてを議題とし、説明を求めます。 

○住宅課長（上村和寛君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

住宅課長の上村です。 

 議案第１１２号・八代市再建住宅条例の一部

改正について御説明いたします。 
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 着座にて説明させていただきます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○住宅課長（上村和寛君） 議案書の６１ペー

ジ、６２ページになります。なお、詳細につき

ましては別紙資料のほうで御説明いたします。 

 別紙資料の２ページを御覧ください。 

 坂本町での宅地かさ上げ事業につきまして、

仮住まい先の確保に配慮を要する被災者に対

し、活用を終えた建設型応急住宅を施工業者か

ら譲り受け、八千把地区土地区画整備事業地区

内に、名称を古閑中町再建住宅として新たに８

棟１６戸、坂本町の熊本県企業局跡地に、名称

を葉木再建住宅として新たに１棟２戸を整備い

たします。 

 国・県の宅地かさ上げのスケジュールに合わ

せ、順次対応しながら入居を進める必要がある

ことから、管理運用に当たり、これらの再建住

宅条例を追加するとともに、活用を終えた市民

球場再建住宅の削除を行います。 

 括弧、追加のところを御覧ください。 

 今回、新たに整備する再建住宅となります。 

 １か所目は、表の上段の古閑中町再建住宅で

して、位置を古閑中町８４３番地外とし、構造

につきましては木造平屋、間取り、戸数、家賃

等については、御覧のとおりです。 

 ２か所目は、表の２段目の葉木再建住宅で、

位置を坂本町葉木４４００番地とし、構造等は

先ほどと同じとなります。 

 その次の括弧、削除のほうを御覧ください。 

 今回、削除する市民球場再建住宅について記

載しておりまして、位置や構造等は御覧のとお

りとなります。 

 ページ一番下の３、新旧対照表につきまし

て、追加する再建住宅を改正案として表の左側

に、削除する再建住宅を現行として右側に、記

載をいたしております。 

 ３ページの位置図をお願いいたします。 

 上段の写真は、市民球場仮設団地と新たに整

備する古閑中町再建住宅の位置を示しておりま

す。下の写真と配置図等は、葉木再建住宅を掲

載しております。令和７年２月完成予定で、宅

地かさ上げ事業で仮住まい先の確保を要する方

が入居予定となっております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 こちらは、古閑中町再建住宅の８棟１６戸を

示した配置図と外観の写真です。 

 ５ページは、部屋の間取りと内観の写真を掲

載しております。 

 市民球場の仮設団地及び再建住宅から古閑中

町再建住宅に入居を希望されている６世帯へ、

９月２日に現地にて説明会を行いまして、３０

日から順次入居をされています。また、宅地か

さ上げ事業に伴いまして入居を希望される方に

対しては、個別に見学会を実施しております。 

 以上、八代市再建住宅条例の一部改正につい

ての説明を終わります。御審議方、よろしくお

願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 確認です。今さらとい

うところもあるんですけど。家賃の関係なんで

すけど、５０００円ということになってるんで

すが、これ、一律で５０００円、所得に関係な

くという形に、以上１点、確認させていただい

ていいですか。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 家賃のほうにつきましては、共用部分の電気

代、そして将来発生する修繕料を加味しまし

て、一律、今回５０００円とさせていただきま

した。通常の公営住宅法に基づいては、収入分

位に属して家賃等決まってますが、今回につい

ては、再建住宅ということですので、できるだ

け御負担がかからないように５０００円とさせ

ていただいたということでございます。 

○副委員長（谷川 登君） よろしいですか。 
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○委員（大倉裕一君） はい。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１１２号・八代市再建住宅条例の一部

改正については、原案のとおり決するに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○副委員長（谷川 登君） 以上で、付託され

ました案件の審査は全部終了しました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１５分 本会） 

◎令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（災害復旧工事に伴う「さかもと復興商店街」

の対応について） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、特定事件であります令和２年７月豪雨

に関する諸問題の調査を議題とし、調査を進め

ます。 

 本件について、１件、執行部から発言の申出

があっておりますので、これを許します。 

 それでは、災害復旧工事に伴うさかもと復興

商店街の対応について、説明をお願いします。 

○商工政策課長（西村新吾君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）商工政策課の西村でございます。よろしく

お願いいたします。 

 失礼ながら、着座にて説明をさせていただき

ます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○商工政策課長（西村新吾君） それでは、さ

かもと復興商店街につきまして、説明をいたし

ます。 

 資料の、災害復旧工事に伴うさかもと復興商

店街の対応についてをお願いいたします。 

 本日は、さかもと復興商店街につきまして、

これまでの対応と今後のスケジュールにつきま

して、報告をさせていただきます。 

 １、経過報告につきまして説明いたします。 

 令和２年７月豪雨で被災した坂本地区の事業

者が、新たな場所で経営を再開されるまでの

間、事業の再開に向けた支援を行うことを目的

に、さかもと復興商店街を建設し、令和３年６

月１日から供用を開始しております。現在、９

店舗が入居されている状況でございます。 

 しかしながら、当商店街の地区において、令

和７年４月より国のかさ上げ工事が開始される

ことから、国から、令和６年度中の当商店街の

撤去を求められているところでございます。 

 そのため、国・県などの関係機関と協議の

上、当商店街の撤去に当たり、できる限り入居

事業者の負担がないように調整を進めていると

ころでございます。 

 これまで、国と本市により、数回にわたり説

明会やヒアリングを開催しておりまして、中ほ

どの表にて時系列にまとめております。 

 表のほうをお願いいたします。 
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 令和６年３月、入居事業者へのヒアリングを

行っております。内容につきましては、今後の

営業等についての意向を確認したところでござ

います。 

 ５月、６月に、国との協議。内容といたしま

しては、復旧工事のスケジュール、移転補償、

入居事業者への説明についての事前協議を行っ

ております。 

 ７月１０日、入居事業者への説明。内容とい

たしましては、国から、復旧工事の内容と令和

７年度から開始される工事スケジュールについ

ての説明があり、本市から、復旧工事に伴い令

和７年２月末までに商店街からの退去と３月末

までの商店街撤去について説明を行っておりま

す。 

 ７月１９日・２３日に、市と国の共同で入居

事業者へヒアリングを実施しております。内容

は、７月１０日の説明会を受けまして、今後の

営業意向や移転先の候補地の聞き取りなどを行

っております。 

 ９月４日、国より、移転補償等につきまして

入居事業者への説明を行っております。 

 表下の米印に、現在の入居事業者の状況につ

いて記載をしております。移転先が決定してい

る事業者が２件、移転先未定の事業者が３件、

移転先不要な事業者が４件となっております。 

 移転先が不要とございますが、商店街撤去後

に店舗を構えての営業をもう続けない事業者の

ことで、こちらが４件というところになってお

ります。移転先が未定でございますが、これ

は、探しておられますが見つかっていない事業

者のことで、３件となっております。なお、移

転先がいまだ決まっていない３事業者に対しま

しては、坂本支所と商工政策課で移転先の調整

を進めているところでございます。 

 続きまして、２、災害復旧工事に伴うさかも

と復興商店街スケジュールについてでございま

す。 

 上から項目順に説明いたしますと、説明会

は、先ほど申し上げましたが７月と９月の２

回、開催をしております。 

 移転先の検討につきましては１０月頃までと

しまして、その後１１月から、移転の期間とし

て想定をしております。令和７年２月末まで

に、動産を含め全ての事業者の移転が完了する

よう進めていく予定です。 

 なお、当商店街の施設のリース期間につきま

しては、令和６年４月から令和７年３月までの

１年間としておりましたが、災害復旧工事が令

和７年４月より工事が開始されること、また、

当商店街施設の解体に１か月を要することか

ら、リース期間を１か月繰り上げて令和７年２

月までとし、令和７年３月中に解体工事を実施

することとしております。 

 最後になりましたが、引き続き、国・県と連

携しまして、入居されてる事業者に丁寧な対応

を重ねながら、できる限り入居事業者の負担が

ないように調整を進めてまいります。 

 以上で、災害復旧工事に伴うさかもと復興商

店街の対応についての報告とさせていただきま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○副委員長（谷川 登君） 本件について、何

か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 移転補償の中身を少

し、御説明できる範囲で構いませんので、説明

いただきたいと思います。 

○商工政策課長（西村新吾君） 御質問の移転

補償の内容でございますが、補償の種類は、移

転補償と休業補償の２種類に分かれます。 

 まず、移転補償につきましては、復興商店街

から仮店舗に移るための引っ越し代のような補

償が支払われる、いわゆる引っ越し代というよ

うな感じで捉えていただければと思います。あ

と、休業補償とは、今回の移転に伴いまして、

一時的に休業せざるを得なかった事業者に対し
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まして休業期間分の補償が支払われるという、

２つの補償に分かれます。 

 以上でございます。 

○副委員長（谷川 登君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございま

す。今のですね、商店街で商売をされてても、

なかなか人手がですね、いらっしゃらない、買

物客が少なくて売上げに困ってるというような

ですね、もう、なりわいがこのまま継続できる

んだろうかというような方々がやっぱりいらっ

しゃいましたので、休業期間というような措置

も含められたということは、非常にいいことか

なというふうに思ってます。その額の内容もで

すね、充実したものとなるように、しっかり交

渉していっていただきたいなというふうに思っ

ております。 

 もう１つ、リースですね、仮設の商店街のリ

ースですけど、当初予算のときにお尋ねをした

記憶がありまして、そのときに、国のほうと工

事の内容を詰めながら延長を含めて検討をして

いくというようなことだったというふうに記憶

してますけど、２月までということで１か月間

短くなったということですけど、その１か月間

のリース代金というのは返ってくるんですか

ね。どういった契約になってるんでしょうか。 

○商工政策課長（西村新吾君） まず、契約変

更をしまして、今まで１年間の契約としてたん

ですけれども、基本的に、支払いとしてはもう

１１か月分の支払いというところで対応してい

きたいと思っております。 

○委員（大倉裕一君） 少なく払えば済むとい

う形になるということで理解をしたいというふ

うに思います。ありがとうございました。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 以上で、災害復旧

工事に伴うさかもと復興商店街の対応について

を終了します。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○副委員長（谷川 登君） そのほか、当委員

会の特定事件について何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

令和２年７月豪雨に関する特定事件を終了しま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

て、お諮りいたします。 

 当委員会の特定事件であります令和２年７月

豪雨に関する諸問題の調査については、なお調

査を要すると思いますので、引き続き閉会中の

継続調査の申出をいたしたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会いたします。 

（午前１１時２５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２７分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いて、お諮りいたします。 

 本委員会は、１１月６日から８日までの３日

間、令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査の

ため愛知県春日井市、岐阜県下呂市、愛知県清

須市へ管外行政視察を行うこととし、議長宛て

派遣承認の要求の手続を取らせていただきたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 
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 これをもって、令和２年７月豪雨に関する特

別委員会を散会いたします。 

（午前１１時２８分 閉会） 
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